
２０２０年５月

学部第３年次生 各位

東京外国語大学学生課

２０２０年度東京外語会奨学金奨学生の募集について

昨年度に引き続き２０２０年度についても東京外語会の寄付金による奨学生を募集いた

します。

採用枠は、２０２０年４月現在において第３年次生（留学生を除く。）若干名となって

います。希望者は募集要項をよく読み、下記のとおり応募してください。

記

１．出願書類

①奨学生願書

②履歴書

③家計状態調書

④出願者の収支説明書

⑤家計支持者及びそのほかに家計を支えている者の前年分の源泉徴収票または確

定申告書の写し

⑥健康診断書

⑦成績証明書

⑧家計状況チェック用紙及び該当する証明書等

⑨学修活動履歴書

２．提出締切

６月５日（金）消印有効

３．その他

書類選考終了後、奨学金選考委員会による面接選考を行います。

（後日連絡をします。）

[連絡先]

学生課奨学金担当

TEL：０４２－３３０－５１７２

FAX：０４２－３３０－５４２４

Email：gakusei-kakari@tufs.ac.jp



東京外語会奨学金募集要項 
 
１．趣旨 
    本学に在籍する言語文化学部学生及び国際社会学部学生（留学生を除く。）で、人物及び学業成績等

が優れている者に対し、学資の援助として奨学金を支給する。 
 
２．採用予定数 
    若干名（留学生を除く。留学生には本学国際教育支援基金があるため。） 
      
３．奨学生の資格 

下記のいずれかに該当する本学学部学生で、かつ出願する年度の４月１日現在、第３学年に在学して

いること。 

（１）学力優秀者（但し、日本学生支援機構第一種奨学金の家計基準を満たしている者） 
（２）家計緊急困窮者 

 
４．出願及び選考手続 
    （１）出願においては、下記の書類を学生課奨学金担当に提出すること。 

①奨学生願書 
②履歴書 
③家計状態調書 
④出願者の収支説明書 
⑤家計支持者及びそのほかに家計を支えている者の前年分の源泉徴収票または確定申告書の

写し 
⑥健康診断書（前年度学内受診のものでも可） 
⑦成績証明書 
⑧家計状況チェック用紙及び該当する証明書等 
⑨学修活動履歴書 

（２）東京外語会奨学金選考委員会の選考を経て、学長が決定する。 
選考は、学業成績（第２年次終了時の成績）、家計困窮度、願書及び面接により判断する。 

（３）選考結果は、申請者へ通知する。 
 
５．奨学金の額と給付期間 

（１）奨学金の額 月額３０，０００円（総額１８０，０００円） 
         原則として返還は不要（６．（２）の場合を除く） 
（２）給付期間  奨学生として採用されたその年度の始期から、６ヶ月間 

 
６．奨学金の交付について 

（１）奨学金の交付方法  
奨学金は、選考後奨学生が届け出た普通預金口座へ、６月と９月の２回に分けて３ヶ月分を

振り込む。（振込月は遅れることがある。） 
（２）併給と支給停止 

日本学生支援機構を除く他の奨学団体等から学資の給与又は貸与を併せて受けることはできな

い。 

また、次の場合には奨学金を停止し、その事由等によっては支給済みの奨学金の返還を求めるこ

とがある。 

①奨学金を必要としない事由が生じたとき。 
②病気、事故などのため、成業の見込みがなくなったとき。 
③学業、生活等に重大な支障が生じ、奨学生として適当でなくなったとき。 
④本学の懲戒処分を受け学籍を失ったとき、または自主退学したとき。 
⑤懲戒処分を受け、かつ退学でないとき。 
⑥申請内容に偽りがあったとき。 
 

７．奨学生の義務 
（１）奨学生の連絡先、病気や事故で長期欠席するとき、休学、留学など奨学生の学習・生活状況に重

要な変化が生じた場合には、速やかに学生課奨学金担当に届け出ること。 
  （２）学業に励み、健康に注意して奨学生に相応しい態度と行動をとらなければならない。 



年 月 日

東京外語会奨学生願書

東京外国語大学長 殿

氏 名 印

所 属

言語・地域

・専攻等

学 籍 番 号

この度、東京外語会奨学金に必要書類を添えて申し込みます。

将来の抱負

奨学金を希望する理由

（注意：申請書類により取得した個人情報は、東京外語会奨学金事業のためにのみ使用し
それ以外の目的には使用いたしません。）





家 計 状 態 調 書
年 月 日

東京外国語大学 御中

出願者氏名

印

下記のとおり相違ありません。

区分 ○ 氏 名 続柄 年齢 勤務先（学校） 前年度の年収

１ 千円

家 ２

族 ３

状 ４

態 ５

６

７

８

注意事項1.家計(生計費)を同一にする者は氏名の左に○印をつけます。

2.上の表には応募者本人も含めて記入します。

3.続柄は出願者との続柄を記入します。

4.前年の年収は税込額を記入します。

5.就学者は公・私立の別が分かるように記入します。

前 区分 給 与 商、工業等 農、林、漁業等 その他（ ）業

年

度 千円 千円 千円 千円

の

年

収

の

内

容

を

記 特に記入する事項 税込年収合計

入 千円

注意事項 １．年収の内容は、税込額を記入します。

２．年収の内容の区分欄には、上表の家族区分番号を記入します。

３．収入額の裏づけとして、必ず市区町村長の発行する所得証明書(前年度の所得が反映

されたもの)を添付してください。前年度の証明が間に合わない場合は前々年度のも

のでも構いませんが、この場合は勤務先の発行する前年の収入に対する源泉徴収票ま

たは前年の確定申告書の写しを併せて添付してください。（収入の有無にかかわらず

父母の分は必須です。）

４．家計(生計費)を同一にする者の年収のみを記入し、その合計を年収合計欄に記入し

てください。

５．応募者本人のアルバイトは収入に含めません。



出 願 者 の 収 支 説 明 書

平成 年 月 日記入

出願者氏名

印

出願者個人の生活にかかる収入と支出を、前年度実績等を参考にしながら今後1年間を

想定し、1年間の収支見込(平成 年 月～平成 年 月)を作成してください。

○収 入 ○支 出

親族から（仕送りなど） 千円 授業料等※② 千円

アルバイト等の収入 参考書等

奨 学 金※① 通 学 費

授業料免除※② 食 費

預貯金引出 居 住 費

借 入 れ 衣 料 費

その他収入 教育娯楽

収 入 計※④ 日常小遣い

借金返済

○奨学金の内訳（年額） 家族等への仕送り

奨 学 金 団 体 名 奨学金額 給与 貸与 出願中 その他支出

１．日本学生支援機講一種 千円 預貯金預け入れ

２．日本学生支援機講二種 支 出 計

３．

４．

５．

計 ※①

記入上の注意

※① 「収入」の「奨学金」欄と「奨学金の内訳」の「計」欄の金額を一致させます。「奨学金の内訳」には現在受給中

のものを含めた出願中のものすべてを計上し、給与・貸与・出願中欄の該当するものにそれぞれ○をします。

※② 授業料減免がある場合、正規の授業料を「支出」の「授業料等」欄に、減免額を「収入」の「授業料減免」欄に

記入します。

※③ 家族と同居の場合、衣食住は出願者が実際に支出する予定額を記入します。

※④ 収入計=支出計となるように記入してください。
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学籍番号：                  氏  名：                 

家計状況チェック用紙（東京外語会奨学金） 

質問に答え該当する方を○で囲んで下さい。「はい」と答えた場合は、その証明書を提出してください。 

①通学区分 

（  自宅通学  ・  自宅外通学  ） 

 

②母子・父子世帯ですか？（子女が１８歳未満及び６０歳以上で経済力のない祖父母の世帯等） 

 （  はい  ・  いいえ  ）※「はい」の場合、父または母の戸籍謄本の写しを提出して下さい。 

 

③障害のある人がいる世帯ですか？（公害疾病の認定を受けた障害のある人、常に就床を要する要介護の人等） 

 （  はい  ・  いいえ  ）※「はい」の場合、身体障害者手帳等の写しを提出して下さい。 

 

④主に家計を支えている人が現在から１年以上、単身赴任等で別居を予定していますか？ 

 （  はい  ・  いいえ  ） 

 ※「はい」の場合、その住居費の契約書や領収書の写し、直近３か月の光熱・水道費等の月額が分かる領収書

の写しを提出して下さい。 

 

⑤長期に療養を要する人のいる世帯ですか？（６ヶ月以上療養中の人、療養を必要とする人） 

 （  はい  ・  いいえ  ） 

→「はい」の場合、現在から１年以内の必要治療経費の合計（       円） 

 ※上記で金額を記載した場合、必要治療経費の証明書（治療費又は薬代等の領収書の写し）を提出して下さい。 

 

⑥震災・風水害・火災・盗難等の被害を受けた世帯ですか？（前年に被害を受け今後２年以上の支出増・収入減） 

 （  はい  ・  いいえ  ） 

 ※「はい」の場合、被害を受けたことの証明書（罹災証明書・盗難届の証明書等）と被害により生じた実費を

証明する証明書を提出してください。 

 

⑦就学中（小・中学生は除く）の兄弟姉妹はいますか？ 

 （  はい  ・  いいえ  ） 

 →「はい」の場合、兄弟姉妹の通学区分はどちらですか？（  自宅通学  ・  自宅外通学  ） 

 ※「はい」の場合、就学者の学生証の写し（または在学証明書）を提出して下さい。 

 

⑧現在、受給中または申請中の奨学金があれば、記入してください。 

 なお、日本学生支援機構以外の団体からの奨学金と東京外語会奨学金の併給は認められていません。 

・受給中（                                            ） 

・申請中（                                            ） 

 

申請に関して問い合わせ等をする場合がありますので、下記に連絡先を記入して下さい。 

・携帯電話番号（           ）、Eメールアドレス（                  ） 

※通常は＠tufs のアドレスを使用しますので、いつでも確認できるようにしてください 
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